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第 1章 総論 

探究的学習を通した，グローバル社会に生きてはたらく資質・能力の育成 
－教科の見方・考え方を生徒が活用できる，深い学びの提案－ 

                                 井上 哲志

はじめに 

 本校では，昨年度まで，文部科学省の「実社会と

の接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る

実践研究」の助成を受け，「探究的学習活動を通し

た，実社会に生きてはたらく力の育成」を主題に実

践開発を進めてきた。 

 本稿では，長年本校が「総合的な学習の時間」に

取り組んできた「BIWAKO TIME」（以下，「BT」）

にみられる課題をまず挙げる。次に，実践開発にあ

たって，本年度どのような改善を進めてきたのかを

述べる。最後に，本研究にかかわる課題と，今後の

方向性を記すものとする。 

 なお，「総合的な学習の時間」の中にある「BT」，

「情報の時間」それぞれに関する本年度の運用の実

際の詳述，またはその成果と課題についての考察は，

本研究紀要に所収の各論考に譲ることとする。 

 

1.問題の所在 

（1）今，求められている力とは何か 

近年，急速に進行しているグローバル化社会にお

いて，他国との相互依存関係はますます複雑に深化

してきており，この現状に対する理解の促進や，異

なる価値観・環境に対する適応力・対応力をもった

グローバル人材の育成が我が国にとって喫緊の課題

であるとされている。 

このことを受けて，世界各国においては「キーコ

ンピテンシー」や「21 世紀スキル」といった新しい

能力概念が提唱され，教育界や経済界を中心に積極

的な議論が行われており，我が国においてもグロー

バル化時代に求められる能力として「社会人基礎力」

や「学士力」といった新たな能力概念が検討されて

いる。1） 

令和 3年度から全面実施となる新学習指導要領で

は，このような状況を「社会構造や雇用環境は大き

く，また急速に変化しており，予測が困難な時代」

とし，「学校教育には，子供たちが様々な変化に積

極的に向き合い，他者と協働して課題を解決してい

くことや，様々な情報を見極め知識の概念的な理解

を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につ

なげていくこと，複雑な状況変化の中で目的を再構

築することができるようにすることが求められてい

る」ことを指摘している。2） 

このように，グローバル化，技術革新，社会構造

などが目まぐるしく変化する現代社会において，今

の子供たちは，どうすれば社会が持続可能な発展を

遂げるのかという問いに直面し続けなければならな

いことが予想される。 

本校では，この問いに対して，生徒が探究的な学

習過程で学んだ教科の見方・考え方を生かし，協働

的に課題解決する力を身に付けさせることのできる
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ように，授業や教育課程を改善することが必要だと

考えている。 

（2）本校研究の経緯と現状から 

これまで本校では，論理的思考を促す学習のあり

方を研究の柱に据えながら，思考ツールを授業に取

り入れることで生徒の学びを支えてきた。また，総

合学習「BT」を軸に，探究的な学習を通して主体的・

対話的で深い学びに迫ったり，生徒の学びと実社会

に生きてはたらく力を結ぶことを目標にした授業改

善に取り組んだりしてきた。 

とりわけ平成 28 年（2016 年）度より，本校では

「BT」における探究的学習活動を幹として，各教科

で横断的に探究的学習活動を意識して取り組むこと

で，課題解決に向けた新たな視点や方策を導く指導

を効果的に行って，論理的･創造的に思考･判断･表現

するスキルの向上を目指してきた。各教科の学習で

は，思考ツールや論述，グループ学習，ICT などを

活用して論理的思考力を高め，課題を見つめたり，

よりよい課題解決に向けて行動しようとしたりする

スキルや態度を養ってきた。 

しかしながら，かつての附中生に比べると，郷土

を愛する態度や社会問題に対して情熱を持って取り

組んでいる割合は低いことが指摘されている。3） 

 また，郷土学習の特色はよく出ているが，グロー

バルな広がりへの志向を持つ研究を促すような指導

はしてこなかったという反省が校内研究会では出さ

れた。 

グローバル化の急速な進行という現状と，「BT」

の課題を合わせると，ローカルな課題とグローバル

な課題とを結びつけるような，調査研究の広がりを

持たせることが必要ではないかと考えた。 

（3）我が国の教育をめぐる現状 

平成 14 年（2002 年）の学習指導要領で「総合的

な学習の時間」が導入され，その内容例として国際

理解教育が明記された。 

さらに，文部科学省は，異文化理解・交流にとど

まっていた国際理解教育から， 「国際社会において，

地球的視野に立って，主体的に行動するために必要

と考えられる態度・能力の基礎を 育成するための教

育」と定義される「国際教育」へ，という方向性を

打ち出し，国際教育を，2002 年度学習 指導要領の

基本理念である「生きる力」をはぐくむことに直接

つながるものと位置付けた。 

一方，国際教育の課題としては，「一部の教員任

せになっており学校全体の取組になっていない傾

向」や「英語活動の実施すなわち国際理解という誤

解，単なる体験や交流活動に終始など，国際教育の

内容的希薄化，矮小化への懸念」を挙げている。4） 

本校の，探究的な学習過程で学んだ教科の見方・

考え方を生かし，協働的に問題解決するという学習

図 1 令和 2年度 校内研究の概念図 
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指導の枠組みに，グローバルな文脈を組み込むこと

や，育成する資質・能力をグローバル社会に生きて

はたらくそれに設定することは，教科の授業を通し

て，全教員で取り組むために必要なこ

とであると考えた。 

2．研究の構想 

(1)基本方針 

グローバルな人材たる力を身に付け

ることは，これからの社会の担い手で

ある子供たちにとって必要な力である

ことから，グローバルな視点での探究

的学習活動を構築し，ローカルな学習

とグローバルな学習を関連付けること

で，郷土を愛する態度の育成につなげ

ていきたい。 

そのために，まずは「グローバル社

会に生きてはたらく資質・能力」を，

学校教育目標を意識しながら定義す

る。次に，各教科においては，「定義」に基づいて，

グローバル社会に生きてはたらく力に資する教科の

見方・考え方を子供たちが身に付けられるような授

業の開発に取り組む。子供たちが各教科で身に付け

た「見方・考え方」をはたらかせて他の教科や「BT」

に取り組めるような，カリキュラムの構築を図る。

「BT」においては，SDGs を意識したルーブリックを

作成し，「ローカル」と「グローバル」を結ぶ学び

を促す。 

また，BT における SDGs のように，各教科におい

てもグローバルな文脈を意識しながら生徒が学習に

取り組めるように，教材等の開発・工夫に取り組む。 

これらの研究については，本校が継続して取り組

んできた手法である，「問い」から始まる学習活動

を意識することや，ICT や思考ツールの活用，意見

交流，論述等の表現を教科横断型で効果的に設定す

ることなどを通して達成していく。 

(2)グローバル社会に生きてはたらく資質・能力 

前述の通り，本年度の研究を進めるにあたり，「グ

ローバル社会に生きてはたらく資質・能力」と題す

る，本校ならではの新しい能力概念を定義する必要

があると考えた。 

そこで，校内研究会でまずは「グローバル社会に

生きてはたらく資質・能力とは何か」について議論

した。 

カリキュラム・マネジメント（以下，カリマネ）

を行うことや，「本校らしい」教育の創造を念頭に

置いた場合，本校において育成すべき「資質・能力」

は，学校教育目標と関連付いていなければならない

と考え，学校教育目標の項目別に関連づけ，分類し

た。分類する中で，共通点に着目し，「態度」に類

するもの，「見方・考え方」に準じるもの，「能力」

を示すものの三つに分けて示すこととした。（表 1） 

これは，学習単元を考案する際に，どのような「資

質・能力」を育成するのかという，授業の目的を明

確に示すものである。 

 

(2)カリキュラム・マネジメント（カリマネ） 

①昨年度までのカリマネ 

各教科や総合学習で学んだ知識が関連づけられ，

理解が深まるためには，各教科で単元内容を把握す

る必要がある。総合学習や各教科での学習内容を把

握し，各授業において生徒たちの深い学びにつなが

るように，単元配列表を作成した。 

単元配列表では，総合学習を中央に置き，各教科

の単元との関連を意識しながら，総合学習において

発揮させたい力，身に付けたい力を意識しながら，

教科担当者と協議した。特に，「BT」での探究的プ

ロセスに合わせて「情報の時間」や各教科における

探究的要素を整理した。5） 

②本年度のカリマネ 

 二年生後期のカリマネ例（表 2）のように，トピ

ックで単元をつなぐカリマネは，生徒にも教師にも

そのつながりは見えやすい。 

しかし一方で，育成すべき資質・能力でマネジメ

ントされているわけではないので，取り上げられる

トピックについて詳しくなるにしても，共通の資

質・能力が育つわけではない。むろん，修学旅行の

準備学習のように，短期に集中してトピックを学ば

せるのが目的であれば，差し支えなかろうが，年間

を通じて生徒の学びをマネジメントするならば，資

質・能力に注目してカリマネに取り組む必要がある

のではないかと考えた。 

表 1 学校教育目標に基づいたグローバル 

社会に生きてはたらく 15の資質・能力 
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そこで，本年度は，開かれた教育課程であること，

育成すべき「15 の資質・能力」を介して教科間もし

くは単元間のつながりが可視化されることを目指し

て，単元配列表の作成に取り組んだ。 

まず，各教科がどの単元でどの「資質・能力」を

育てるのか，単元配列表に直接書き込んだものを集

約した。（図 2）すると，各学年である程度の傾向

が見えてきた。（表 3） 

この傾向に沿って，各学年で特に育成したい資

質・能力を 3～4つにしぼり，同じ資質・能力を育成

することを目指した単元は可能な範囲で，学習時期

を近づけた。同時

に，つながりのある

単元の教科担当同

士で，育成する資

質・能力にどのよう

に迫るのかという

ことを交流し，共通

理解を図った。（図

3）  

教科担当の異な

る中学校において，

育成すべき資質・能

力にどのような教

材で，どのような指

導を通して迫るの

かを共通理解する

ことなしには，生徒

が 15 の資質・能力

を生きてはたらく

力として身に付け

1 年 

態度 見方・考え方 能力 小計 

多様性を尊

重する 

柔軟な見

方・考え方 

協調・協働す

る力 
  

2 1 3 6 

幅広く教養

を身に付け

ようとする 

多角的な見

方・考え方 

論理的に発

信する力 
  

3 9 3 15 

国や郷土を

愛する 

国や郷土の

文化や自然

を探求する 

魅力を発見

する力 
  

4 8 2 14 

粘り強く取

り組む態度 

情報を収

集・整理・発

信する力 

課題発見・解

決力 
  

0 7 5 12 

自分事とし

て物事を捉

える 

地球規模で

物事を見る 

新しい価値

を創出する

力 

  

2 2 7 11 

11 27 20 58 

 

表 3 単元で育成したい資質・能力集計（1 年） 

 

 教科 単元内容 

10 

月 

英語 アニメ映画「ひめゆりの塔」を視聴し，英語

で自分の意見を書く。 

社会 九州・沖縄地方の地理的事象について学

び，「沖縄の訪問地は，自然環境からみ

て，どんな特徴があるだろう？」について論

述する。 

11 

月 

保健

体育 

沖縄のエイサー「あしびな」について動画を

視聴して学び，踊る。 

12 

月 

音楽 琉球音楽を鑑賞し，その独特の音階や使

われている音楽の音色を味わう。 

美術 紅型を中心に，沖縄の伝統工芸が周りにど

のような影響を受けて成立したのかについ

て，考察した。 

家庭 琉球の衣食住について分担しタブレットで

調べ，作成したレポートを掲示して交流す

る。 

1 

月 

国語 今昔物語集の民話「わらしべ長者」につい

て，モデルとなった原文と，絵本「わらしべ

長者」（列島版）と「わらしべ王子」（沖縄版）

を読み比べ，その違いは何か，考えを持

つ。 

社会 第 2 次世界大戦と沖縄戦について学び，

「私の平和宣言」を作り，クラスごとにまとめ

てアブラチガマに献納する。 

 

表 2 2 年後期学年探究にかかわるカリマネ 

第1学年

学期 月 国語 社会(地理) 社会(歴史) 数学 理科 英語 情報の時間 ＣＴ 道徳 音楽 美術 保健体育 技術 家庭 学期 月

前期 4
「朝のリレー」：詩の

表現

（１）世界の様々な地

域

１章　正の数、負の数 【生命】植物の生活と

種類

アルファベット、身近

な単語に慣れ親しむ

1「全てがリオでかみ

合った」

学習を始めるにあ

たって

オリエンテーション 集団行動 ガイダンス 家族・家庭と子ども

食生活
前期 4

1期  
「オオカミの友だち」：

人物描写

ア　世界の地域構成 地理的分野：（２）日

本の様々な地域

（１）正の数、負の数 ア　生物の観察 あいさつ、自己紹介(I

am)

4「自分の性格が大

嫌い！」

歌唱：校歌・Ｗｅｌｌ　Ｆｉ

ｎｄ　Ｔｈｅ　Ｗａｙ

「アイディアの発想構

想の構造を知る」

体つくり運動（体ほぐ

しの運動・体力を高

材料の特徴 自分の成長と家族ガ

イダンス
1期  

　
 スピーチ イ　世界各地の人々

の生活と環境（前半）

イ　世界と比べた日

本の地域的特色

（２）正の数、負の数

の加法減法

イ　植物の体のつくり

と働き

0 「ふたつの心」 0 0 陸上競技（短距離

走）

 中学校３年間の学習

内容を知る
　

5
「[クジラの飲み水」：

段落の関係

　５月テスト・復習の

時間

（ウ）資源・エネル

ギーと産業

（３）正の数、負の数

の乗法除法

○花のつくりとはたら

き

数字、謝るときの表

現

情報の収集 アクション！ 鑑賞：春 「レタリング～伝統的

な書体のよさを味わ

陸上競技（中・長距

離）

 中学生の食生活と栄

養
5

ことばの単位・文節 　 （エ）地域間の結び付

き

（４）正の数，負の数

の利用

○葉・茎・根のつくりと

はたらき

人や物の紹介(This

is,That is ,She is,He

11「短文投稿サイトに

友達の悪口を書くと」

器楽：ＡＲ、喜びの

歌・かっこう

0 　（保健）心身の発達

と心の健康

 健康な体と食事の役

割
音声 イ　世界各地の人々

の生活と環境（後半）

ウ　日本の諸地域 （５）素数の積 ウ　植物の仲間 曜日、時間 14｢母はおしいれ｣ 歌唱：浜辺の歌 0 陸上競技（リレー） 設計と製図の決まり 栄養素の種類と働き

　 6
質問 歴史的分野：（１）歴

史のとらえ方

（イ）中国・四国（歴史

的背景を中核とした

２章　文字と式 ○種子植物の仲間  一般動詞、好きなも

のの紹介

18「ごみ箱をもっと増

やして」

歌唱：主は冷たい土

の中に

「シンボルマーク～イ

メージを象徴的に表

体つくり運動（体ほぐ

しの運動・体力を高

 日常食の献立と食品

選択
　 6

字のない葉書：情報

を集める

ア　時代区分、年号

の表し方など

（エ）中部（産業を中

核とした考察）

（１）文字と式 ○種子をつくらない植

物の仲間

自己紹介文を書く、発

表する

学級劇の題材の決定 21「その人が本当に

望んでいること」

0  水泳（クロール・平泳

ぎ）

 一日に必要な食品の

種類と概量
漢字２ 　７月テスト・復習の

時間

　 （２）式の計算 【粒子】身の回りの物

質

複数形

A　課題の設定

22｢『看護する』仕事｣ 　  　（保健）心身の発達

と心の健康

 中学生に適切な一日

分の献立作成

7
食感のオノマトペ：図

表と文章

（２）古代までの日本

（前半）

　７月テスト・復習の

時間

（３）文字と式の利用 ア　物質のすがた 命令文

B　情報収集

25｢全校一を目指し

て｣

合唱集会曲を選ぼう  球技（バスケットボー

ル）

木材の加工 食品の選択 食の安

全
7

話しことばと書きこと

ば

　夏休みの学習にあ

たって

　夏休みの学習にあ

たって(統計グラフ)

（４）関係を表す式 ○身の回りの物質と

その性質

月、季節、文法のまと

め

学級劇の表現の質を

向上させる

29「桜に集う人の思

い」

器楽：ＡＲ、琵琶湖周

航歌

 水泳（クロール・平泳

ぎ）

 食生活 消費生活と環

境
リーフレット：情報の

分類・整理

（２）古代までの日本

（後半）

　 ７章　資料の整理と

活用

○気体の発生と性質 電話の音声を聞き取

る、買い物

情報の発信と発表 2｢朝市の『おはようご

ざいます』｣

創作：言葉の創作ア

ンサンブル

   日常食の調理①さつ

ま汁

2期 8
部首と成り立ち 世界の古代文明 　 （１）資料の収集と整

理

イ　水溶液  5「いじめに当たるの

はどれだろう」

創作：言葉の創作ア

ンサンブル

 器械運動（マット運

動）

 　
2期 8

漢字３ 日本の農耕の広まり

から貴族の政治まで

　 （２）資料の活用 ○物質の溶解  7｢ぼくのふるさと｣ 　    家庭生活と環境

竹取物語 　 （オ）関東（他地域と

の結びつきを中核とし

（３）データと確率 ○溶解度と再結晶  　 10「新しいプライド」 日本の民謡 0   エコクッキングとごみ

減量

9
故事成語 　９月テスト・復習の

時間

（カ）東北（生活・文化

を中核とした考察）

３章　1次方程式 ウ　状態変化 人や場所についてた

ずねる

具体的な実践

C　整理と分析

12「いのちって何だろ

う」

器楽：オーラリー、ア

ニーローリー

「立体制作～アイディ

アを商品化しよう～」

　（保健）心身の発達

と心の健康

0 日常食の調理と地域

の食文化
9

漢字４ 　 　９月テスト・復習の

時間

（１）方程式 ○状態変化と熱 色と大きさ、長さ 15｢班での出来事｣ 歌唱：大切なもの 0 器械運動（マット運

動）

 食生活についての課

題と実践
玄関扉：事実と意見 　 　 （２）1次方程式の解

き方

○物質の融点と沸点 インタビューを聞く 19「『どうせ無理』とい

う言葉に負けない」

　 「鉛筆デッサン～形と

質感の追求〜」

  日常食の調理②しょ

うが焼き

10
接続する語句・指示

する語句

　 （キ）北海道（歴史を

中核とした考察）

（３）1次方程式の利

用

科学研究作品発表会 3人称単数現在形、

人称代名詞

｢思いやりの日々｣ 歌唱：合唱集会曲 0 武道（柔道）  日常食の調理③秋刀

魚のかば焼き
10

討論ゲーム （３）中世の日本 （ウ）近畿（環境問題

や環境保全を中核と

４章　量の変化と比

例，反比例

  Which ～,　Aor B? データの理解 学級劇の発表

D　発表と交流

23「郷土を彫る」 　 「滋賀・京都の芸術に

ふれる」

  　

漢字５ 鎌倉幕府の成立から

室町時代中期まで

　 （１）量の変化  インタビューをする 振り返り

F　新たな課題

26｢日本から来たお

ばさん｣

　    　

後期 11
見えないだけ：詩の

理解

地理的分野：　ウ　世

界の諸地域

（ア）九州（自然環境

を中核とした考察）

（２）比例 【エネルギー】身近な

物理現象

 ｸﾞﾘｰﾃｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞ、手

紙作成、英和辞書を

30｢古都の雅，菓子

の心｣

　 「色鉛筆デッサン〜

光と影の追求〜」

球技(バスケットボー

ル)

 家族・家庭と子ども

食生活
後期 11

　 　
比喩・倒置・反復・対

句

（ア）アジア 歴史的分野 （３）反比例 ア　光と音 助動詞can,　スポー

ツ紹介の説明文

3｢選手に選ばれて｣ 　 0   日常食の調理と地域

の食文化
　 　

少年の日の思い出：

登場人物の心情の変

　12月テスト・復習の

時間

（５）近代の日本と世

界

（４）関数の利用 イ音の性質 会話を続けよう 6「傍観者でいいの

か」

　 「色の学習～色の三

要素・カラーチャート

  　

　 12
単語の類別・品詞 （ウ）アフリカ カ　第二次世界大戦 ５章　平面の図形 ○光の反射・屈折 テレビ番組のナレー

ションの聞き取り
京都校外学習 8｢楽寿号に乗って｣ 歌唱：民謡「飴売り」

「ソーラン節」

0 ダンス  郷土料理実習幸福豆
　 12

　 　
漢字６ （イ）ヨーロッパ 　12月テスト・復習の

時間

（１）平面図形とその

調べ方

○凸レンズのはたら

き

電話での応答（依

頼、Can I～？)

テーマの設定

A 課題の設定

13｢決断!　骨髄バン

ク移植第一号｣

尺八曲「巣鶴鈴慕」    家族の役割と生活
　 　

 
この小さな地球の上

で：自分のものの見

　 　 （２）図形の移動 ウ　力による現象  現在進行形 16｢本が泣いていま

す｣

0 「色の学習～重色・

混色・グラデーション

  課題と実践 家族に行

事食を作ろう
 

3期 1
意見文 　 沖縄探究学習 （３）図形と作図 0 ビデオレターの聞き

取り

調査研究活動

B　情報収集

20｢席替え｣ 鑑賞：箏曲「六段の

調」

0 武道（柔道）  日常食の調理と地域

の食文化
3期 1

即興劇 （エ）北アメリカ 　 （４）移動と作図の利

用

年間指導計画（令和

２年度）滋賀大学教

 How can we～? 行程表作り 24｢火の島｣ 器楽：箏「さくら さく

ら」

0 0  　

漢字の音と訓 （オ）南アメリカ （６）現代の日本と世

界

　 内容名 一般動詞の過去形 27｢花に寄せて｣ 　 0   　

2
漢字７ （カ）オセアニア ア　民主化･国際復帰 ６章　空間の図形 0 英語で昔話を聞き取

る

9｢山に来る資格がな

い｣

歌唱：卒業式歌 0 体育理論  家庭生活と消費
2

トロッコ：主人公の心

情の変化

※京都校外学習 ※沖縄修学旅行 （１）立体とその調べ

方

【エネルギー】電流と

その利用

理由を尋ねる　Why

～?

「あなたはひかり」  「色彩表現～身近な

ものの色～」

  消費者の基本的な権

利と責任

 
漢字８ 　２月テスト・復習の

時間

 　２月テスト・復習の

時間

（２）空間にある図形  ア　電流 Show and Tell 　の発

表

17「銀色のシャープ

ペンシル」

　   木材と環境 販売方法の特徴と悪

質商法
 

3
 エ　世界の様々な地

域の調査（課題解決

　 （３）立体の体積と表

面積

○回路と電流・電圧 英語の絵本を読む 京都校外学習での

フィールドワーク

アクション！ 鑑賞：魔王 0 球技（バレーボール）  物資・サービスの選

択、購入と活用
3

 　 　　第１回実力テスト （４）図形の性質の利

用

○電流・電圧と抵抗 Making SUGOROKU! まとめの新聞作り

C　整理と分析

28「落語が教えてくれ

ること」

0   0 　

　
 0 　 　 ○電気とそのエネル

ギー

 E　まとめ

F　新たな課題

　    目的に応じた着用と

ｺｰﾃﾞｨﾈｲト
　

国
や
郷
土
の
文
化
や

自
然
を
探
究
す
る

協
調
・
協
働
す
る

力

粘
り
強
く
取
り
組

む
態
度

国
や
郷
土
を
愛
す

る

幅
広
く
教
養
を
身
に

付
け
よ
う
と
す
る

魅
力
を
発
見
す
る

力

自
分
事
と
し
て
物
事

を
と
ら
え
る

地
球
規
模
で
物
事
を

見
る

新
し
い
価
値
を
創
出

す
る
力

多
角
的
な
見
方
・

考
え
方

論
理
的
に
発
信
す

る
力

柔
軟
な
見
方
・
考

え
方

課
題
発
見
・
解
決

能
力

年間指導計画（令和2年度）滋賀大学教育学部附属中学校　　学校教育目標｢郷土を愛し世界へはばたく心豊かな生徒の育成｣

BT

A
　
課
題
の
設
定
↓

B
　
情
報
収
集
↓

C
整
理
と
分
析
↓

D
　
発
表
と
交
流
↓

E
　
ま
と
め
↓

F
　
新
た
な
課
題
を
発
見

態
度

見
方
・
考
え

方
能
力

多
様
性
を
尊
重
す

る

情
報
を
収
集
・
整

理
・
発
信
す
る

図 2 育成したい資質・能力を記入した単元配列表（1年） 
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ることは難しいと考えたからである。 

また，単元配列表の存在や意図が生徒になじむよ

うに，「学びの地図」という名称を付け，その見方

や活用の仕方を啓発するポスターとともに配布し，

教室にも掲示した。（図 4） 

このようにして，各教科の学習で発揮した資

質・能力を生徒が教科横断的な視点でとらえ直

し，生きて働く力として身に付けられるような形

を整えることができた。 

(3)研究体制の確保 

本校では，校務分掌の一つに研究部を設け，研

究主任を中心に 6 名の教員が配置されている。こ

の研究部が情報や方針を発信して全教員で研究

に取り組む。 

 本年度は年間 16 回の校内研究会を持った。例

年開催している研究協議会は COVID-19 拡大防止

の観点から中止とし，滋賀県内の教育委員会もし

くは同公立中学校教員を対象にした公開校内研

究会を，研究成果発表の場とした。 

校内研究会では，教員は 1年間に 1回必ず研究

授業を行い，研究協議会では全員必ず教科か総合

学習または道徳の授業を公開する。それぞれの研

究授業や公開授業を軸にしながら，日々の授業に

おいても継続的に実践を重ねている。 

3．実践開発と成果 

(1)1 年間の主な取り組み 

 今年度は COVID-19 拡大防止のため，研究成果

を広く世に問うようなことはできなかったが，滋

賀大学や滋賀県立大学，滋賀県教育委員会の先生

方などに協力を仰ぎながら，研究に取り組んだ。

第1学年

学期 月 国語 社会(地理) 社会(歴史) 数学 理科 英語 情報の時間 ＣＴ 道徳 音楽 美術 保健体育 技術 家庭 学期 月

前期 4
「朝のリレー」：詩の

表現

（１）世界の様々な地

域

１章　正の数、負の数 【生命】植物の生活と

種類

アルファベット、身近

な単語に慣れ親しむ

1「全てがリオでかみ

合った」

学習を始めるにあ

たって

オリエンテーション 集団行動 ガイダンス 家族・家庭と子ども

食生活
前期 4

1期  
「オオカミの友だち」：

人物描写

ア　世界の地域構成 地理的分野：（２）日

本の様々な地域

（１）正の数、負の数 ア　生物の観察 あいさつ、自己紹介(I

am)

4「自分の性格が大

嫌い！」

歌唱：校歌・Ｗｅｌｌ　Ｆｉ

ｎｄ　Ｔｈｅ　Ｗａｙ

「アイディアの発想構

想の構造を知る」

体つくり運動（体ほぐ

しの運動・体力を高

材料の特徴 自分の成長と家族ガ

イダンス
1期  

　
 スピーチ イ　世界各地の人々

の生活と環境（前半）

イ　世界と比べた日

本の地域的特色

（２）正の数、負の数

の加法減法

イ　植物の体のつくり

と働き

0 「ふたつの心」 0 0 陸上競技（短距離

走）

 中学校３年間の学習

内容を知る
　

5
「[クジラの飲み水」：

段落の関係

　５月テスト・復習の

時間

（ウ）資源・エネル

ギーと産業

（３）正の数、負の数

の乗法除法

○花のつくりとはたら

き

数字、謝るときの表

現

情報の収集 アクション！ 鑑賞：春 「レタリング～伝統的

な書体のよさを味わ

陸上競技（中・長距

離）

 中学生の食生活と栄

養
5

ことばの単位・文節 　 （エ）地域間の結び付

き

（４）正の数，負の数

の利用

○葉・茎・根のつくりと

はたらき

人や物の紹介(This

is,That is ,She is,He

11「短文投稿サイトに

友達の悪口を書くと」

器楽：ＡＲ、喜びの

歌・かっこう

0 　（保健）心身の発達

と心の健康

 健康な体と食事の役

割
音声 イ　世界各地の人々

の生活と環境（後半）

ウ　日本の諸地域 （５）素数の積 ウ　植物の仲間 曜日、時間 14｢母はおしいれ｣ 歌唱：浜辺の歌 0 陸上競技（リレー） 設計と製図の決まり 栄養素の種類と働き

　 6
質問 歴史的分野：（１）歴

史のとらえ方

（イ）中国・四国（歴史

的背景を中核とした

２章　文字と式 ○種子植物の仲間  一般動詞、好きなも

のの紹介

18「ごみ箱をもっと増

やして」

歌唱：主は冷たい土

の中に

「シンボルマーク～イ

メージを象徴的に表

体つくり運動（体ほぐ

しの運動・体力を高

 日常食の献立と食品

選択
　 6

字のない葉書：情報

を集める

ア　時代区分、年号

の表し方など

（エ）中部（産業を中

核とした考察）

（１）文字と式 ○種子をつくらない植

物の仲間

自己紹介文を書く、発

表する

学級劇の題材の決定 21「その人が本当に

望んでいること」

0  水泳（クロール・平泳

ぎ）

 一日に必要な食品の

種類と概量
漢字２ 　７月テスト・復習の

時間

　 （２）式の計算 【粒子】身の回りの物

質

複数形

A　課題の設定

22｢『看護する』仕事｣ 　  　（保健）心身の発達

と心の健康

 中学生に適切な一日

分の献立作成

7
食感のオノマトペ：図

表と文章

（２）古代までの日本

（前半）

　７月テスト・復習の

時間

（３）文字と式の利用 ア　物質のすがた 命令文

B　情報収集

25｢全校一を目指し

て｣

合唱集会曲を選ぼう  球技（バスケットボー

ル）

木材の加工 食品の選択 食の安

全
7

話しことばと書きこと

ば

　夏休みの学習にあ

たって

　夏休みの学習にあ

たって(統計グラフ)

（４）関係を表す式 ○身の回りの物質と

その性質

月、季節、文法のまと

め

学級劇の表現の質を

向上させる

29「桜に集う人の思

い」

器楽：ＡＲ、琵琶湖周

航歌

 水泳（クロール・平泳

ぎ）

 食生活 消費生活と環

境
リーフレット：情報の

分類・整理

（２）古代までの日本

（後半）

　 ７章　資料の整理と

活用

○気体の発生と性質 電話の音声を聞き取

る、買い物

情報の発信と発表 2｢朝市の『おはようご

ざいます』｣

創作：言葉の創作ア

ンサンブル

   日常食の調理①さつ

ま汁

2期 8
部首と成り立ち 世界の古代文明 　 （１）資料の収集と整

理

イ　水溶液  5「いじめに当たるの

はどれだろう」

創作：言葉の創作ア

ンサンブル

 器械運動（マット運

動）

 　
2期 8

漢字３ 日本の農耕の広まり

から貴族の政治まで

　 （２）資料の活用 ○物質の溶解  7｢ぼくのふるさと｣ 　    家庭生活と環境

竹取物語 　 （オ）関東（他地域と

の結びつきを中核とし

（３）データと確率 ○溶解度と再結晶  　 10「新しいプライド」 日本の民謡 0   エコクッキングとごみ

減量

9
故事成語 　９月テスト・復習の

時間

（カ）東北（生活・文化

を中核とした考察）

３章　1次方程式 ウ　状態変化 人や場所についてた

ずねる

具体的な実践

C　整理と分析

12「いのちって何だろ

う」

器楽：オーラリー、ア

ニーローリー

「立体制作～アイディ

アを商品化しよう～」

　（保健）心身の発達

と心の健康

0 日常食の調理と地域

の食文化
9

漢字４ 　 　９月テスト・復習の

時間

（１）方程式 ○状態変化と熱 色と大きさ、長さ 15｢班での出来事｣ 歌唱：大切なもの 0 器械運動（マット運

動）

 食生活についての課

題と実践
玄関扉：事実と意見 　 　 （２）1次方程式の解

き方

○物質の融点と沸点 インタビューを聞く 19「『どうせ無理』とい

う言葉に負けない」

　 「鉛筆デッサン～形と

質感の追求〜」

  日常食の調理②しょ

うが焼き

10
接続する語句・指示

する語句

　 （キ）北海道（歴史を

中核とした考察）

（３）1次方程式の利

用

科学研究作品発表会 3人称単数現在形、

人称代名詞

｢思いやりの日々｣ 歌唱：合唱集会曲 0 武道（柔道）  日常食の調理③秋刀

魚のかば焼き
10

討論ゲーム （３）中世の日本 （ウ）近畿（環境問題

や環境保全を中核と

４章　量の変化と比

例，反比例

  Which ～,　Aor B? データの理解 学級劇の発表

D　発表と交流

23「郷土を彫る」 　 「滋賀・京都の芸術に

ふれる」

  　

漢字５ 鎌倉幕府の成立から

室町時代中期まで

　 （１）量の変化  インタビューをする 振り返り

F　新たな課題

26｢日本から来たお

ばさん｣

　    　

後期 11
見えないだけ：詩の

理解

地理的分野：　ウ　世

界の諸地域

（ア）九州（自然環境

を中核とした考察）

（２）比例 【エネルギー】身近な

物理現象

 ｸﾞﾘｰﾃｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞ、手

紙作成、英和辞書を

30｢古都の雅，菓子

の心｣

　 「色鉛筆デッサン〜

光と影の追求〜」

ダンス  家族・家庭と子ども

食生活
後期 11

　 　
比喩・倒置・反復・対

句

（ア）アジア 歴史的分野 （３）反比例 ア　光と音 助動詞can,　スポー

ツ紹介の説明文

3｢選手に選ばれて｣ 　 0   日常食の調理と地域

の食文化
　 　

少年の日の思い出：

登場人物の心情の変

　12月テスト・復習の

時間

（５）近代の日本と世

界

（４）関数の利用 ○音の性質 会話を続けよう 6「傍観者でいいの

か」

　 「色の学習～色の三

要素・カラーチャート

  　

　 12
単語の類別・品詞 （ウ）アフリカ カ　第二次世界大戦 ５章　平面の図形 ○光の反射・屈折 テレビ番組のナレー

ションの聞き取り
京都校外学習 8｢楽寿号に乗って｣ 歌唱：民謡「飴売り」

「ソーラン節」

0 球技（サッカー）  郷土料理実習幸福豆
　 12

　 　
漢字６ （イ）ヨーロッパ 　12月テスト・復習の

時間

（１）平面図形とその

調べ方

○凸レンズのはたら

き

電話での応答（依

頼、Can I～？)

テーマの設定

A 課題の設定

13｢決断!　骨髄バン

ク移植第一号｣

尺八曲「巣鶴鈴慕」    家族の役割と生活
　 　

 
この小さな地球の上

で：自分のものの見

　 　 （２）図形の移動 0  現在進行形 16｢本が泣いていま

す｣

0 「色の学習～重色・

混色・グラデーション

  課題と実践 家族に行

事食を作ろう
 

3期 1
意見文 　 沖縄探究学習 （３）図形と作図 0 ビデオレターの聞き

取り

調査研究活動

B　情報収集

20｢席替え｣ 鑑賞：箏曲「六段の

調」

0 体つくり運動（体ほぐ

しの運動・体力を高

 日常食の調理と地域

の食文化
3期 1

即興劇 （エ）北アメリカ 　 （４）移動と作図の利

用

年間指導計画（令和

２年度）滋賀大学教

 How can we～? 行程表作り 24｢火の島｣ 器楽：箏「さくら さく

ら」

0   　

漢字の音と訓 （オ）南アメリカ （６）現代の日本と世

界

　 内容名 一般動詞の過去形 27｢花に寄せて｣ 　 0   　

2
漢字７ （カ）オセアニア ア　民主化･国際復帰 ６章　空間の図形 0 英語で昔話を聞き取

る

9｢山に来る資格がな

い｣

歌唱：卒業式歌 0 体育理論  家庭生活と消費
2

トロッコ：主人公の心

情の変化

※京都校外学習 ※沖縄修学旅行 （１）立体とそのf調べ

方

【エネルギー】電流と

その利用

理由を尋ねる　Why

～?

「あなたはひかり」  「色彩表現～身近な

ものの色～」

  消費者の基本的な権

利と責任

 
漢字８ 　２月テスト・復習の

時間

 　２月テスト・復習の

時間

（２）空間にある図形  ア　電流 Show and Tell 　の発

表

17「銀色のシャープ

ペンシル」

　   木材と環境 販売方法の特徴と悪

質商法
 

3
 エ　世界の様々な地

域の調査（課題解決

　 （３）立体の体積と表

面積

○回路と電流・電圧 英語の絵本を読む 京都校外学習での

フィールドワーク

アクション！ 鑑賞：魔王 0 球技（バレーボール）  物資・サービスの選

択、購入と活用
3

 　 　　第１回実力テスト （４）図形の性質の利

用

○電流・電圧と抵抗 Making SUGOROKU! まとめの新聞作り

C　整理と分析

28「落語が教えてくれ

ること」

0   0 　

　
 0 　 　 ○電気とそのエネル

ギー

 E　まとめ

F　新たな課題

　    目的に応じた着用と

ｺｰﾃﾞｨﾈｲト
　

課
題
発
見
・
解
決
能

力

魅
力
を
発
見
す
る
力

多
様
性
を
尊
重
す
る

情
報
を
収
集
・
整

理
・
発
信
す
る

協
調
・
協
働
す
る
力

自
分
事
と
し
て
物
事
を

と
ら
え
る

能
力

国
や
郷
土
の
文
化
や

自
然
を
探
究
す
る

柔
軟
な
見
方
・
考
え

方

粘
り
強
く
取
り
組
む

態
度

幅
広
く
教
養
を
身
に

付
け
よ
う
と
す
る

地
球
規
模
で
物
事
を
見

る 新
し
い
価
値
を
創
出
す

る
力

多
角
的
な
見
方
・
考

え
方

論
理
的
に
発
信
す
る

力

国
や
郷
土
を
愛
す
る

年間指導計画（令和２年度）滋賀大学教育学部附属中学校　　学校教育目標｢郷土を愛し世界へはばたく心豊かな生徒の育成｣

BT

A
　
課
題
の
設
定
↓

B
　
情
報
収
集
↓

C
整
理
と
分
析
↓

D
　
発
表
と
交
流
↓

E
　
ま
と
め
↓

F
　
新
た
な
課
題
を
発
見

態
度

見
方
・
考
え
方

国語：「意見文」
ある話題に対してテーマを決め、意見
を述べる。説明するための情報と、事
例を挙げて説得するための情報を収
集・整理させる。

社会：「オセアニア」
Aus･NZを初めとして、国旗にUK国旗が
含まれるものが世界に六つある。NZで
UK国旗を含まない新たな国旗を製作し
ようという機運が生まれた時期があっ
たが、その出来事を基に、NZ･Aus外の
国の新たな国旗を作るとしたら、どのよ
うな国旗になるか、それらの国につい
て情報を集めて取り組む。

理科：「光の反射・屈折」

定量実験の結果を規則性に基づいて

表にまとめたり、それを図と関連付けて

理解をすすめる。

社会：「アジア」
東アジア・南アジア・西アジアのい

ずれかの地域に日本の企業が工
場を建設するとしたらどこを選ぶか
という問いのもと、複数の視点で検
討し、結論づける。

数学：「量の変化と比例・反比例」
規準となる数の変化と因果もしく

は相関関係にある数値の変化を学
ぶ中で、複数の事象の数学的な関
連のしかたについて学ぶ。

数学：「平面・空間図形」
視点を変える・次元を変えるとモ

ノの見え方はどう変わるか。また、
その理解を促すための補助線のひ
きかたなどを学ぶ。

英語：「助動詞can」

障害者スポーツの紹介を通して

助動詞Canの使い方を習得する。

英語：「現在進行形」
アメリカの学校と日本の学校の生

徒の生活の様子を比較して取り組
む言語活動を通して、現在進行形
の使い方を習得する。

英語：「一般動詞の過去形」
四季の思い出をテーマにした言

語活動を通して、過去形の使い方
を習得する。

音楽：「飴売り・ソーラン節」

主に鑑賞を通して、普段耳にする

ことの多い楽曲との違いをつかみ、

子守歌・盆踊り・作業歌などの種類

や、楽譜がないままに古来から受

け継がれてきた経緯などを学ぶ。

音楽：「六段の調・」「さくら さくら」

日本の楽器である琴で奏でる曲

を鑑賞したり、弾くことを通して、琴

の歴史やつくり、姿勢や弾き方と音

色の関係などを学ぶ。

国語：「竹取物語」

日本最古の物語を読み、「今と

昔」を対比しながら、古典作品を味

わうことで、人間・文化・自然に思い

を馳せる。

国語：「故事成語」

故事成語において語り継がれる

「教訓」を現代に当てはめるなどし

て、今に生きる古典を実感する。

美術：「滋賀・京都の芸術に触れる」
ＢＴや校外学習を意識して、滋賀・
京都の伝統的工芸品を鑑賞する。
歴史的な背景などをふまえて、日常
に息づく芸術の今と昔について考え
るきっかけとしたい。

図 3 各教科における育成したい資質・能力への迫り方 

図 4 学びの地図啓発ポスター 
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以下のとおりである。 

 

表 4 年間計画 

 

 (2)知識の概念的な理解を目指した教育実践 

 本校では 2016 年度より，探究的な学習のあり方を

研究してきた。 

 それは，本校の伝統であり，教育活動の軸でもあ

る BT が探究的な学びの時間であり，教科の学びと双

方向的に作用させることで論理的・創造的に思考・

判断・表現するスキルの向上を目指すものであり，

結果として，課題解決の学習場面がより向上し，深

い学びを作って，より多くのスキルを身に付けるこ

とを期待するものである。 

具体的には，A 生徒が条件の下で課題を設定→B

情報収集→C整理と分析→D発表と交流→Eまとめ→

F 新たな課題という過程で生徒が学ぶことである。

研究を進めるうちに，「A 生徒が条件の下で課題を

設定」を単元構成に仕組むのは，学習の方向性が変

わる可能性があり，時間を多く割く必要が生じたの

で，単元において探究的な学習過程のうち，「なる

べく多くのプロセスを使う」という条件にして，そ

のかわり探究的学習活動の練習課題を各教科で数を

増やし，日常的に行うという現実的な解決策を講じ

た。6） 

「生活・総合的な学習の時間ワーキンググループ

における審議の取りまとめ」によると，総合的な学

習の時間で育成を目指す資質・能力のうち，知識・

技能は探究的な学習を通して事実的な知識から概念

的な知識へと高まっていくとされている。7） 

以上のことから，本校においては，探究的な学習

によって生徒が知識の概念的な理解を深めていくこ

とができるように，教科の本質に迫るような問いを

教師が立て，それを単元のゴールとして取り組む方

法で授業改善を進めた。 

これは，探究的な学習を通して，教科の見方・考

え方をどう育てるのか，生徒が授業を通して学んだ

ことをどのように「概念的な理解」にとらえ直して

いくのかという課題に対する一つの対応策だと考え

ている。 

また，前述の通り，本年度は研究主題に基づいて

「グローバル社会に生きてはたらく 15 の資質・能

力」を定義した。各教科においても，「15 の資質・

能力」を育成するに資する授業改善に取り組んでお

回 月日 曜 内容 

研究 

授業 

5 校時 

研究 

授業 

6 校時 

1 4/13 月 

研 究の方

向 性確認

と 各部か

ら提案 

  

2 4/27 月 
研 究の方

向性 
  

3 5/13 水 

研 究の方

向性２・個

人 研究交

流 
  

4 6/10 水 
授 業内容

交流 

国語 

井上 

理科 

原田 

5 6/24 水 

授 業内容

交流・基調

提案確認 

国語 

永田 

保体 

藤田 

6 6/29 月 

授 業内容

交流・提案

内容協議 

数学 

山本 

英語 

宇田 

7 7/21 火 

授 業内容

交流・紀要

案 内発送

作業 

社会 

七里 

理科 

澤 

集 8/3 月 

公 開授業

指 導案確

認・講演 

  

8 8/19 火 
授 業内容

交流 

社会 

橋本 

数学 

山下 

9 8/26 水 
授 業内容

交流 

英語 

澤田 

音楽 

森 

10 10/19 水 
授 業内容

交流 

保体 

若宮 

美術 

西田 

11 11/5 月 授業研究 
技術 

島田 

英語 

牧野 

12 11/11 水 
総 合学習

を語る会 
  

13 11/25 水 授業研究 
国語 

永田 

社会 

七里 

14 1/18 月 

授 業 研

究・紀要執

筆 要項の

確認 

数学 

山本 

理科 

原田 

15 2/1 月 

研 究授業

交流・人権

研修・紀要

執筆確認 

道徳 

宇田 

道徳 

西田 

16 2/15 月 

研 究紀要

執 筆 確

認・研究総

括・来年度

に向けて 1 

  

 

回 月日 曜 内容 

研究 

授業 

5 校時 

研究 

授業 

6 校時 

17 3/1 月 

授 業 研

究・新年度

の 研究に

向けて 2 

英語 

澤田 

保体 

藤田 
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り，生徒がそれら資質・能力をとらえ直し，生きて

はたらく力として身に付けることを期して，資質・

能力に注目したカリマネにも取り組んでいる。 

教科の授業においては，教科の本質に迫る問いを

教師が設定し，それに迫る手立てを講じなければな

らないが，同時に，育成したい「15 の資質・能力」

に迫る手立てや工夫も求められる。「問い」と「資

質・能力」の両者を関連づけて指導にあたるうえで，

これを明確に示すことをルールに授業改善に取り組

んだ。 

以上のことは，（図 4）に示したように，「単元

構想表」に全てまとめて示し，授業研究を深めるこ

とに役立てた。 

おわりに 

(1)本研究の意義 

 探究的な学習を通して知識の概念的な理解を生む

方策として「教科の本質に迫る問い」を立て，校内

研究会ではその是非を議論することができた。今後，

問いを立てることさえも生徒が協働的に取り組むこ

とができるように研究と実践を積み重ねていかなけ

ればなるまいが，その歩みを一つ，進めることがで

きた。 

学
び
の
つ
な
が
り 

小学校と繋ぐ 

科学読み物の教

材を用いて学習

したことを想起

して取り組ませ

る。 

既習事項と繋

ぐ 

複数の説明的文

章を複数の視点

で比較・分析した

ことを想起して

取り組ませる。 

 

教科等横断的

にはたらく力 

BT の発表資料や他

教科のレポート作

りにおいて，調査

の効果的な発表方

法を判断する際に

生きる。 

 

今後の学習と

繋ぐ 

調査したことを文

章などにまとめる

際，説明的文章の形

式や表現の仕方を

生かして，伝わりや

すい表現を選ぶ。 

単
元
全
体
に
関
わ
る
問
い 

①
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
で
テ
ー
マ
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か 

②
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
で
テ
ー
マ
の
伝
わ
り
方
は
ど
う
異
な
る
か 

③
文
章
の
書
き
方
の
違
い
は
読
者
の
考
え
の
形
成
に
ど
う
影
響
す
る
か 

単元の学習内容 

①情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うこと。 

②観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現

の効果について考えること。 

③文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係を捉えるこ

と。 

 

★どのような手立て・指導上の工夫で迫るか 

自然科学，とりわけ昆虫を話題にした説明的文章（「クマゼミ増加の原因を探る」沼田英治）と文学的文章の特徴も

備えた記録・報告文（「昆虫記」ジャン＝アンリ＝ファーブル）とを読み比べ，その違いをとらえ，「昆虫記」の一節

を説明的文章の形式にリライトすることを学習活動のゴールとする。また，文章を読み比べ，リライトする経験を通し

て学んだことをもとに，文章の形式の違いと読者の考えの形成にはどのような関連があるのかということについて自分

の考えをまとめることを単元のゴールとして取り組む。 

学校教育目標 

１ 自他の人格を尊重し，連帯協力し合える人間に 

２ 創造的な知性と正しい判断力をもつ人間に 

３ 自然と文化を愛する心豊かな人間に 

４ 苦難を克服し，自ら開拓しうるたくましい人間に 

５ 国際的視野に立ち，国と郷土を築く人間に 

グローバル社会に生きてはたらく力 

多様性を尊重する 柔軟な見方・考え方 協調・協働する力 

多角的な見方・考え方 論理的に発信する力 

国・郷土を愛する 魅力を発見する力 

粘り強く取り組む態度 情報を収集・整理する力 課題発見・解決力 

地球規模で物事を見る 

 

図 4 単元構想図（国語科） 
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 トピックに注目したカリマネに取り組む学校園は

多いと思われるが，「資質・能力」に注目したカリ

マネに取り組んでいる学校はそう多くはない。その

効果の検証は次年度に取り組まねばならない課題と

して残ったが，教師集団が互いに情報を共有しなが

ら生徒の資質・能力を育むためのノウハウを構築し

ていくことができれば，提案するに値する価値を生

むのではないかと考えている。 

 また，一部の教科任せになりがちな「国際教育」

を，「資質・能力を育てる」という形に置き換える

ことで，教師全員で取り組む枠組みを作ることがで

きた。 

(2)展望 

 探究的な学習において，生徒が条件の下で課題を

設定することが難題であり，本年度の研究も，教科

の本質に迫る問いは教師が立てるものとして研究を

進めた。しかし，今後，新たなもの，考え，方法，

価値などを生み出していくことが求められる生徒た

ちにとっては，限られた情報をもとに全体像をとら

えたり，問題意識を持ったりすることのできる力が

必要だと考えている。 

 そのためには，協働的に取り組みながら自ら課題

を設定する力を付けてやることは我々の使命である

と考えている。その方法を探り，具体的な教育実践

を積み重ねていく必要があると考えている。 

 本年度は，「グローバル社会に生きてはたらく資

質・能力」を身に付けさせることと，「教科の本質

に迫る問い」をもとに探究的に学ぶことに並行して

取り組んだので，両者を関連付ける「指導上の手立

てや工夫」を必要としたが，「資質・能力」は，課

題解決のために必要な力なのか，単元で身に付けさ

せる「ゴール」なのか，扱いが安定しなかった。研

究をさらに進めていく際には，このあたりの整理が

必要だろうと考えている。 

各論に詳しいが，BT では生徒がグループでの調査

研究の結果を SDGs のゴールと関連付け，各教科にお

いてもグローバルな視点で教材を選び，もしくは開

発するなど，グローバルな文脈を意識した取り組み

が増えたが，生徒の意識は大きく変化したわけでは

ない。それは，一つにグローバルな局面で身に付け

た力を発揮するような場面の設定が乏しかったこと

にあるのではないかと考えている。 

 世界的な COVID-19 拡大により，人と直接出会う場

面は限りなく少なくなったが，オンラインの交流は

盛んに行われるようになった。このことを前向きに

とらえ，生徒が身に付けた「資質・能力」をグロー

バルな局面で発揮し，振り返りながらさらに力を身

に付けていくことのできる場面を増やす必要がある

と痛感している。 
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